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117 号（2025 年 1 月発行）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 

（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 

 

 

表紙のことば：太陽の塔の顔のように、まんまる幸せな一年になりますように 
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p3  Editorial Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2025/01/117f03.pdf 

有害無益な物質がなぜ高価な新薬に  

 
p4-8  

 
●アルツハイマー病用の薬剤ドナネマブ（ケサンラ®）が 2024 年９月に承認されました。レカネマブ（レ

ケンビ®）に次いで２剤目です。認知機能の悪化を 29％抑えたとして、年間薬価 308 万円で同年 11 月

に保険診療が開始になりました。その価値の真偽を検証しました。 
●ドナネマブ最大の害は、脳内出血など出血性脳卒中と、それによる死亡です。ドナネマブ群 853 人中

14 人が出血性脳卒中を起こし、うち４人が死亡しましたが、プラセボ群の 874 人にはいませんでした。

なぜこれほど多くの人が出血性脳卒中になり死亡するのでしょうか。 
●本誌でこれまでにも触れてきましたが、アルツハイマー病の人の脳では、過剰な酸化ストレスで、神経
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だけでなく血管も老化して筋肉細胞が脱落します。その脱落部をアミロイドβで補修しています。いわ

ば「修理部品」とも言えるアミロイドβをドナネマブが取り除いたために、血管に穴が開いて出血を起

こしたと考えられます（5 頁囲み参照）。 
●ドナネマブによる脳の浮腫や出血は、アミロイドβがたくさん溜まった認知症の進んだ人ほど多く起

こり、臨床試験では認知機能の最終評価対象から除かれました。この結果、認知機能の良い人がドナネ

マブ群に多く残ったのです。メーカーの主張は、単に見かけ上のことです。 
結論：ドナネマブは使用すべきではない 

キーワード：レカネマブ、アミロイドβ、酸化ストレス、くも膜下出血、出血性脳卒中、脳アミロイド血管症、害反応死亡 

Web 資料があります。https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2025/01/117f05.pdf  
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薬のチェックが必須医薬品と判断する薬剤一覧 
前半：避妊法と排卵誘発剤 

・正常の排卵の仕組みと避妊法について 
・排卵抑制剤：経口避妊剤と低用量ピル 
・月経困難症  ・子宮内避妊具  ・緊急避妊剤 
・排卵誘発剤  ・排卵誘発剤の害について 
  図 1：排卵に関わる５種類のホルモン 

表 1：日本で利用可能な避妊方法の失敗率と利用率 
表 2：経口避妊剤（OC）・低用量ピル（LEP）一覧表 
 

後半：妊娠中絶、分娩誘発、産後出血、切迫流早産 

・正常の妊娠と分娩について 
① 人工妊娠中絶用剤～望まない妊娠を終わらせたい場合～ 
② 子宮頸管の熟化、分娩誘発、陣痛促進～分娩開始が遅すぎる場合～ 
③ 分娩後の大量出血予防・治療～分娩後に出血が多すぎる場合～ 
④ 切迫流産、切迫早産用剤～少しでも出産を遅らせたい場合～ 

図 2：過強陣痛により・胎児機能不全、子宮破裂、頸管裂傷 
表 3：妊娠週数と中絶方法（日本現状と WHO の推奨する方法） 
表 4：妊娠週数と切迫流早産治療方法（日本の現状と NICE の推奨） 
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キーワード：デュタステリド、フィナステリド、深部静脈血栓症、脳静脈洞血栓症、症例対照研究 

Web 資料があります。https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2025/01/117f06.pdf  
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医薬品安全性（危険性）情報 
【米 FDA】 

経口鼻づまり用成分の使用中止を提案   

 
【NZ MEDSAFE】 

ACE 阻害剤と ARB：妊婦に禁忌の注意喚起 
 
【NZ MEDSAFE】 

薬剤誘発性の腱障害について 
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結合型エストロゲンの使用上の注意に関する問題 

 

p22 

 
（前略） 本剤の骨折予防効果がよく知られているためと考えられ、国家試験での回答は

それでよい。 しかし、今号の必須薬の経口避妊剤・低用量ピルを読むと、２番で躓いた読

者もいるかもしれません。（後略） 

 Web 資料があります。https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2025/01/117f07.pdf  
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